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所所
信信
表表
明明

■
町
長
か
ら
所
信
の
表
明
と
諸
般
の
報
告

が
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

■
町
長
選
挙
で
３
期
目
当
選
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
子
ど
も
た
ち
、
あ

る
い
は
お
年
寄
り
も
元
気
で
、
人
々
が
行

き
交
う
美
し
い
町
づ
く
り
の
為
、
邁
進
す

る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

■
３
期
目
の
公
約
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
神

山
町
の
地
域
防
災
計
画
を
見
直
さ
せ
て
頂

き
、
特
に
自
主
防
災
組
織
を
神
山
町
く
ま

な
く
立
ち
上
げ
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
避
難

所
と
な
る
公
共
施
設
の
耐
震
化
も
、
出
来

る
だ
け
早
く
、
こ
れ
を
実
行
い
た
し
た

い
。
ま
た
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
強
化
に
つ
い

て
も
取
り
組
ま
せ
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
か

ら
、
農
業
、
林
業
あ
る
い
は
観
光
等
の
産

業
振
興
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
鳥
獣
害
の
被
害
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
も
、
猟
友
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の

強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
佐
那
河
内
村
、
あ
る

い
は
広
域
対
応
、
そ
れ
か
ら
現
在
あ
る
補

助
制
度
を
更
に
充
実
強
化
い
た
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
水
質
源
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
昨
今
、
非
常
に
異
常
気
象
時
の
中
か

６月定例会は、６月１４日から２１日まで８日間の会期で開催しました。

提出議案は、補正予算、条例の一部改正、工事変更請負契約の締結の専決８件、補正予算５件、条例の一

部改正２件、人事案件２件、計１７議案を審議し、いずれも原案どおり可決、承認同意しました。

議会からは、名西消防組合議会議員の選挙に関する件、意見書を提案しすべて選任同意された。

一般質問では、２議員が登壇し（５ページから掲載）それぞれの町の考えを質問しました。

一般会計 46億8,600万円（1億6,617万円）

国民健康保険特別会計 10億4,713万円（ 0円）

簡易水道事業特別会計 1億3,999万円（ ▲248万円）

老人保健特別会計 84万円（ ▲93万円）

（▲は減額を表す）

一般会計 ３７億７，１９６万円（１億３，９９６万円）
国民健康保険特別会計 １１億４，０２７万円（１億３，２０７万円）
簡易水道事業特別会計 １億２，４７１万円（ ６８１万円）
介護保険特別会計 ８億４，４２４万円（ ６２万円）
後期高齢者医療特別会計 １億０，９１５万円（ ２１万円）

（左は予算総額、（ ）内は６月補正額）

主主 なな 内内 容容
◎財政調整基金積立金 １億１，６７１万円
◎農作物被害対策整備補助金 ２５０万円
◎県単急傾斜他崩壊対策工事 ３２８万円
◎保険者療養給付費 １億１，２３２万円

一般会計補正予算ならび

に、４特別会計予算が提案さ

れ、総額で２億７，９６７万円が

追加されました。

一般会計は、主に財政調整

基金積立金、農作物被害対策施設整備補助金等

で、国民健康保険特別会計では、保険者の療養

給付費補正となっております。

２２２２年年度度補補正正予予算算 専専決決

66月月定定例例会会

専決補正予算は、一般会計予算
と、３特別会計補正予算が提案さ
れ、一般会計予算は、主に基金積
立金で、３特別会計補正予算は、
減額補正となっております。

６月
補正予算

神山町議会
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ら
、
水
質
源
の
枯
渇
と
い
う
こ
と
が
非
常

に
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
参

り
た
い
。
ま
た
、
何
よ
り
も
若
者
向
け
の

住
宅
の
建
設
と
い
う
こ
と
に
も
取
り
組
ま

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
、

各
分
野
に
わ
た
り
公
約
集
に
載
せ
て
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
限
り
な
く
実
現
で

き
る
よ
う
努
力
を
傾
注
い
た
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

■
次
に
、
平
成
２２
年
度
出
納
閉
鎖
に
伴
い

ま
す
決
算
状
況
は
、
一
般
会
計
で
は
歳
入

総
額
４６
億
９
０
１
３
万
１
１
３
５
円
に

対
し
、
歳
出
総
額
４４
億
９
５
４
３
万

８
７
２
８
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出

差
引
額
は
１
億
９
４
６
９
万
２
４
０
７
円

と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

５
１
９
６
万
４
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
は
１
億
４
２
７
２
万
８
４
０
７
円
の

黒
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
一
般
会
計
に
於
き
ま
し
て

は
、
当
初
、
予
定
を
致
し
て
お
り
ま
し
た

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
す
る

こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
特
別
会
計
に
於
き

ま
し
て
も
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を

除
き
、
基
金
会
計
か
ら
の
大
幅
な
繰
入
も

無
く
執
行
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
一
つ
に
は
、
地
方
交
付
税

が
前
年
対
比
で
５
・
３
％
ア
ッ
プ
と
少
し

で
は
あ
り
ま
す
が
増
加
し
た
こ
と
、
二
つ

目
に
は
、
予
算
の
執
行
段
階
で
経
費
削
減

に
努
め
、
国
・
県
支
出
金
、
地
方
債
等
を

有
効
に
活
用
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

■
次
に
平
成
２３
年
度
の
国
県
道
関
係
の
主

要
な
予
算
は
、
国
道
の
道
路
改
築
事
業
と

し
て
、
国
道
４
３
８
号
上
分
バ
イ
パ
ス
に

２
億
２
千
万
円
、
県
道
の
緊
急
地
方
道
路

整
備
事
業
と
し
て
、
主
要
地
方
道
鴨
島
神

山
線
の
神
木
本
名
間
の
現
道
拡
幅
、
主
要

地
方
道
石
井
神
山
線
の
本
名
宮
分
間
の
現

道
拡
幅
、
阿
野
神
領
間
の
落
石
対
策
、
阿

野
地
区
の
現
道
拡
幅
、
主
要
地
方
道
神
山

鮎
喰
線
の
南
馬
喰
草
の
現
道
拡
幅
に
合
わ

せ
て
２
億
５
５
０
０
万
円
の
予
算
が
配
分

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
単
道
路

局
部
改
良
事
業
と
致
し
ま
し
て
、
５
箇
所

に
３
千
万
円
の
予
算
が
配
分
を
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
道
路
関
係
予
算
と
し
て
は
、
合

計
５
億
５
０
０
万
円
が
予
定
さ
れ
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ま
た
、
河
川
砂
防
関
係
の
主
要
な
予
算

は
、
河
川
特
殊
改
良
事
業
と
し
て
、
五
反

地
の
鮎
喰
川
の
護
岸
工
に
５
０
０
万
円
、

国
補
の
通
常
砂
防
事
業
と
し
て
、
下
分
南

山
東
谷
に
１
５
０
０
万
円
、
地
滑
り
対
策

事
業
と
し
て
、
上
分
金
泉
地
区
に
１
千
万

円
の
予
算
配
分
が
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

■
次
に
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
県
及

び
県
下
市
町
村
で
参
加
い
た
し
て
お
り
ま

す
、
宮
城
県
北
部
沿
岸
市
町
支
援
本
部
へ

の
職
員
派
遣
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

現
在
ま
で
に
、
本
町
か
ら
２
名
、
職
員
組

合
か
ら
１
名
、
合
計
３
名
派
遣
を
致
し
て

お
り
ま
す
。

■
次
に
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
２３
年
度
国
保
会

計
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
国
保
財
政

調
整
基
金
の
１
億
４
千
万
円
余
り
の
全
て

を
取
り
崩
し
、
さ
ら
に
、
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
繰
入
金
４
千
万
円
余
り
を
繰
り

入
れ
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
保
財
政

が
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
保
険
税
を
給
付
に
適
し
た
税
率
等
に

改
め
、
国
保
運
営
の
安
定
を
図
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

■
次
に
、
要
援
護
者
台
帳
及
び
要
援
護
者

マ
ッ
プ
の
整
備
事
業
は
、
災
害
が
発
生
し

た
時
な
ど
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
要
援
護

者
一
人
ひ
と
り
に
、
誰
が
支
援
し
て
、
何

処
の
避
難
所
等
に
避
難
を
さ
せ
る
か
を
定

め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
本
町
で
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
、
在
宅
の
要
介
護
者
認
定
者
、
あ
る
い

は
障
害
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
生
委
員

さ
ん
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
災
害
時
要
援

護
者
台
帳
及
び
要
援
護
者
マ
ッ
プ
を
本
年

度
中
に
整
備
い
た
し
た
く
、
本
補
正
予
算

に
計
上
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

■
次
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
か
ら
、
町
単
独
の
補
助
金
交
付
要

綱
を
改
正
し
、
補
助
要
件
を
緩
和
し
、
受

益
戸
数
を
２
戸
か
ら
１
戸
に
、
ま
た
、
事

業
費
を
５
万
円
以
上
か
ら
３
万
円
以
上
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
電
気

柵
等
の
事
業
実
施
希
望
者
が
増
え
当
初
予

算
枠
を
既
に
超
過
を
致
し
て
い
る
の
で
、

今
回
、
２
５
０
万
円
を
追
加
計
上
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
佐
那
河
内
村

と
共
同
で
鳥
獣
被
害
対
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
広
域
対
策
協
議
会
に
於
き
ま
し
て

も
、
本
年
度
総
額
１
３
０
４
万
５
千
円
の

国
補
事
業
を
活
用
し
、
研
修
会
の
開
催
、

防
止
柵
の
資
材
費
な
ど
の
補
助
を
行
い
鳥

獣
被
害
対
策
に
取
り
組
む
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。

■
次
に
、
雨
氷
被
害
対
策
で
す
が
、
本
年

度
は
国
補
事
業
の
人
工
林
整
備
伐
事
業
を

利
用
し
、
林
業
公
社
に
委
託
し
、
被
害
地

区
の
倒
木
の
整
備
、
間
伐
、
搬
出
等
を
行

い
、
植
栽
の
準
備
を
実
施
い
た
し
た
く

８
３
８
万
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
今
後
も
計
画
的
に
広
葉
樹
を

植
栽
し
、
町
有
林
の
再
生
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
の

公
有
林
化
の
推
進
制
度
と
い
う
こ
と
に
も

移
行
を
し
て
、
町
も
こ
れ
に
手
を
挙
げ
て

参
り
た
い
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
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■
次
に
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
東
日
本
大
震
災
で
、
漁
港
も
被
災

を
致
し
ま
し
た
た
め
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
毎
年
さ
ん
ま
を
提
供

し
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
宮
古
市
の
山
本

市
長
か
ら
、
開
催
の
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
目
黒
の
商
店
街
、
そ
れ
と
本

町
も
呼
応
し
、
是
非
と
も
協
力
い
た
し
、

９
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
、
決
定

を
致
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
町

と
し
て
も
、
出
来
る
限
り
の
ご
協
力
を
申

し
上
げ
、
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
を
盛
り
上

げ
、
宮
古
市
を
ご
支
援
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
等
々
の
表
明
と
報
告

が
あ
っ
た
。

諸諸

報報

告告

○
平
成
２３
年
３
、
４
、
５
月
分
の
例
月
出

納
検
査
報
告

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納
機
関
の
諸

帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提
出
の
収
支
日
計

表
、
証
憑
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
過
誤

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

○
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算
書
報
告

自
立
支
援
に
か
か
る
住
民
意
識
調
査
事

業
、
老
人
ホ
ー
ム
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
設
置
事
業
、
県
営
林
道
立
木
等
補
償

事
業
、
地
域
生
活
路
線
整
備
事
業
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
、
神
山
消
防

署
建
設
事
業
、
小
学
校
耐
震
改
修
事
業
、

中
学
校
耐
震
改
修
事
業
、
中
央
簡
易
水
道

配
水
管
布
設
替
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
２２

年
度
に
支
出
が
終
了
し
な
い
見
込
み
の
経

費
で
、
あ
ら
か
じ
め
議
決
を
経
て
繰
越
さ

れ
た
経
費
の
報
告
が
あ
っ
た
。

○
株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
報
告

平
成
２２
年
度
の
「
い
や
し
の
湯
」
入
場

者
数
１７
万
４
２
５
２
人
、
ホ
テ
ル
四
季
の

里
宿
泊
者
数
９
２
４
８
人
、
総
売
上
高
約

４
億
７
７
０
０
万
円
（
内

道
の
駅
１
億

３
５
０
０
万
円
）、
経
常
利
益
が
７
５
５

万
５
０
３
０
円
で
、
純
利
益
が
５
６
２
万

９
７
３
７
円
の
黒
字
で
あ
っ
た
な
ど
の
報

告
が
あ
っ
た
。

○
議
員
派
遣
報
告

勝
名
地
区
町
村
議
会
議
長
会
正
・
副
議

長
視
察
研
修
の
一
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。条条

例例
制制
定定
・・
改改
廃廃
等等

○
神
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正国
に
お
い
て
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
交
付
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
条
例
を
専
決
処
分
に
付
し

た
も
の
で
す
。

出
産
、
育
児
等
に
係
る
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成
２１
年
１０
月
か
ら

平
成
２３
年
３
月
ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
に
つ
い
て
、
平
成
２３
年
４
月
か
ら
恒
久

化
す
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
支
給
す

る
所
要
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
３５
万
円
」
か
ら
「
３９
万
円
」
に
改
め
ら

れ
た
。

（
賛
成
多
数
承
認
）

○
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

医
療
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
及
び
介

護
保
険
分
の
上
限
額
の
引
き
上
げ
を
行
う

も
の
で
、
国
に
お
い
て
、
高
額
所
得
者
層

か
ら
の
保
険
税
収
入
を
増
や
し
、
中
間
所

得
者
層
の
負
担
軽
減
を
計
る
目
的
で
法
律

改
正
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
会
計

の
当
初
予
算
で
、
財
政
調
整
基
金
１
億

４
９
７
３
万
８
千
円
す
べ
て
取
り
崩
し
、

更
に
法
定
外
繰
入
金
４
４
４
２
万
４
千
円

繰
り
入
れ
し
た
こ
と
に
伴
い
、
今
後
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
症
者
の
急
増
、
更
に

は
高
度
医
療
化
に
伴
う
高
額
医
療
費
等
に

備
え
、
税
率
等
の
一
部
を
引
き
上
げ
す
る

も
の
で
す
。

医
療
分
の
基
礎
限
度
額
を
「
５０
万
円
」

か
ら
「
５１
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
分

の
限
度
額
を
「
１３
万
円
」
か
ら
「
１４
万
円
」

に
、介
護
保
険
分
の
限
度
額
を「
１０
万
円
」

か
ら
「
１２
万
円
」
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

る
も
の
で
す
。

被
保
険
者
均
等
割
額
「
１
万
７
千
円
」

を
「
１
万
８
千
円
」
に
、
世
帯
別
平
等
割

額
「
１
万
９
千
円
」
を
「
２
万
円
」
に
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
均
等
割
額
「
４
千

円
」
を
「
５
５
０
０
円
」
に
そ
れ
ぞ
れ
引

き
上
げ
、
普
通
徴
収
の
納
期
（
８
期
分
割

で
各
期
２５
日
納
期
）
を
１２
月
分
の
納
期
を

除
き
、
全
て
月
末
納
期
に
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
神
山
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

町
税
に
関
す
る
納
期
を
全
て
月
末
に
統

一
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
義
務
者
更

に
は
取
扱
金
融
機
関
と
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生

等
の
解
消
を
図
る
も
の
で
、
１２
月
分
の
納

期
を
除
き
、
全
て
月
末
納
期
と
す
る
も
の

で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

人人
事事
案案
件件

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦（
同
意
）

神
山
町
阿
野
字
広
野
１
０
８
番
地

西
崎

久
美
子

氏

神
山
町
神
領
字
西
大
久
保
１
６
２
番
地

上
地

文
子

氏

○
名
西
消
防
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

欠
員
補
充
の
た
め
選
挙
を
行
い
「
森
本

吉
治
議
員
」
が
当
選
し
ま
し
た
。

4議会だより かみやま



一一
般般
質質
問問西崎 哲夫 議員

１１
問答

２２
問

○
農
業
委
員
の
推
薦

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
の
任
期
が
７
月

１９
日
満
了
と
な
る
た
め
、
次
の
者
を
推
薦

し
ま
し
た
。

神
山
町
阿
野
字
神
木
２
４
６
番
地

森
本

孝
夫

氏

神
山
町
鬼
籠
野
字
阿
保
坂
２
８
０
番
地

坂
野

明
義

氏

神
山
町
神
領
字
西
小
野
２９
番
地

岩
丸

幸
弘

氏

神
山
町
下
分
字
栗
生
野
１
６
７
番
地

粟
飯
原

充
志

氏

議議
員員
発発
議議
案案

○
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
支
援
と

原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出地
震
対
策
、
津
波
対
策
な
ど
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
、
改
め
て
点
検
を
行
う
と
と

も
に
、
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
、
国
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で

す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
お
け

る
案
件
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
引
き
続
き

調
査
を
行
う
と
決
定
し
た
。

諸諸
願願
・・
陳陳
情情
等等

○
陳
情
書

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
支
援

と
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択

を
求
め
る
陳
情

提
出
者

２
０
１
１
年
国
民
平
和
行
進

徳
島
県
コ
ー
ス
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

山
本
正
美

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

○
陳
情
書

神
山
町
立
中
学
校
の
教
科
書
採
択
に
つ

い
て
の
陳
情

提
出
者

徳
島
県
の
教
育
を
考
え
る
会

代
表

米
田

末
子

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
資
料
写
し
配
付

６
月
定
例
会

神
山
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
。

計
画
に
目
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
で
す

が
、
神
山
町
の
地
域
性
、
特
殊
性
が
感
じ

ら
れ
な
い
。
内
容
が
一
律
化
で
、
官
の
発

想
に
よ
る
内
容
だ
と
感
じ
た
。
ハ
ー
ド
面

が
大
半
で
、
ソ
フ
ト
面
の
明
記
が
少
な

い
。
地
域
の
課
題
と
か
、
集
落
の
課
題
等

の
明
記
が
な
い
。

�イ

神
山
町
地
域
防
災
会
議
条
例
の
見
直

し
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
全
て

の
委
員
が
官
の
代
表
で
あ
る
が
、
地
域
性

を
持
た
せ
る
た
め
に
も
、
例
え
ば
民
生
委

員
代
表
、
女
性
代
表
、
社
会
福
祉
協
議
会

代
表
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
代
表
と
か
、
民
が
計

画
に
連
動
す
る
た
め
に
は
必
要
な
見
直
し

で
は
な
い
か
。

町

長

本
町
に
あ
っ
て
も
、
東
海
、
東
南

海
、
南
海
、
地
震
の
発
生
確
率
が
年
々
高

く
な
っ
て
い
る
昨
今
、
見
直
し
が
必
要
に

な
っ
て
こ
よ
う
か
と
思
う
。

自
主
防
災
組
織
の
拡
充
、
避
難
所
の
耐

震
化
と
確
保
、
危
険
ヶ
所
の
周
知
の
徹

底
、
四
国
に
も
伊
方
原
発
が
あ
る
、
放
射

能
の
課
題
も
重
要
か
と
思
う
。
神
山
町
地

域
防
災
会
議
の
民
の
参
加
に
よ
る
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
が
昭
和

３６
年
に
で
き
て
お
り
７０
年
近
く
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
で
、
形
骸
化
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
部
分
が
あ
る
の
も
確
か
で
す
。

し
か
し
法
律
に
謳
わ
れ
て
い
る
主
旨
か
ら

す
る
と
ど
う
し
て
も
官
主
導
も
や
む
を
得

な
か
っ
た
の
か
と
思
う
。
又
、
民
間
人
の

防
災
会
議
へ
の
参
画
は
謳
わ
れ
て
お
ら

ず
、
む
し
ろ
公
の
代
表
が
明
示
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
現
行
メ
ン
バ
ー
で

や
む
を
得
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
如
何

に
実
際
に
機
能
す
る
運
用
面
で
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大

事
と
思
っ
て
い
る
。

手
法
を
変
え
た
、
地
域
別
懇
談
会

に
つ
い
て
。

町
政
は
町
民
が
抱
え
る
課
題
や
意
見
を

よ
く
聞
い
て
、
出
来
る
だ
け
町
政
に
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
原
点
で
は
な
い
か
と

思
う
が
。
町
民
と
行
政
と
の
対
話
は
単
な

る
恒
例
行
事
で
は
な
く
大
切
な
原
点
で
は

な
い
か
。
過
去
の
地
域
別
懇
談
会
は
大
き

な
課
題
が
あ
っ
た
が
故
に
、
現
行
の
車
座

座
談
会
に
移
行
し
た
経
緯
は
よ
く
理
解
出

来
る
。
し
か
し
車
座
座
談
会
と
は
住
民
が

テ
ー
マ
を
決
め
、
１０
人
以
上
の
出
席
を
ク

リ
ア
ー
し
た
ら
出
前
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
行
政
が
町
民
の
上
に
立
っ
た
発
想
で

は
な
い
か
。
車
座
座
談
会
を
廃
し
、
新
な

手
法
に
よ
る
地
域
別
懇
談
会
を
実
施
し
て

は
。

第１０号
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１１
問

答

答
２２
問答答

�

開
催
区
域
を
も
う
少
し
細
分
化
し
て

会
場
を
増
や
し
て
は
。

�

年
間
を
通
し
て
、
無
理
の
な
い
開
催

に
し
た
ら
。

�

町
側
の
出
席
者
も
支
障
の
無
い
程
度

に
少
な
く
し
て
は
。

�

発
言
の
少
な
い
会
場
等
で
は
、
町
側

が
テ
ー
マ
を
準
備
し
て
供
す
る
工
夫
と

か
し
て
は
。

�

町
内
の
集
落
地
域
の
地
域
力
は
各
々

で
同
じ
で
は
な
い
。
地
域
力
の
弱
い
所

が
切
り
捨
て
に
な
ら
な
い
配
慮
が
い
る

の
で
は
。

多
様
な
手
法
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が

検
討
し
て
は
。

町

長

先
の
地
域
別
懇
談
か
ら
現
行
の
車

座
座
談
会
へ
の
移
行
は
課
題
が
あ
っ
て
の

選
択
で
あ
っ
た
。
も
う
一
度
原
点
に
戻
っ

て
、
町
行
政
が
上
位
と
い
う
考
え
で
は
な

く
、
同
等
の
関
係
で
対
応
す
べ
き
で
な
い

か
と
い
う
質
問
の
主
旨
か
と
思
い
ま
す
。

ま
さ
に
車
座
座
談
会
は
住
民
と
行
政
が

連
携
を
取
り
と
い
う
こ
と
は
謳
っ
て
お
る

ん
で
す
が
、
地
域
住
民
１０
名
以
上
で
課
題

等
テ
ー
マ
を
持
ち
得
な
か
っ
た
場
合
、
又

地
域
力
が
弱
い
所
に
つ
い
て
は
、
開
催
要

請
が
確
か
に
薄
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
と
も
懇
談

し
意
見
交
換
す
る
手
法
も
あ
っ
て
よ
い
の

か
な
と
思
う
。
そ
の
一
方
テ
ー
マ
を
行
政

の
側
か
ら
供
し
て
、各
々
意
見
を
交
わ
し
、

そ
れ
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
手
法
も

大
事
か
と
思
う
。
町
政
の
課
題
で
あ
る
、

水
の
問
題
、
鳥
獣
害
問
題
、
自
主
防
災
組

織
の
立
ち
上
げ
等
に
つ
い
て
、
町
側
か
ら

持
ち
か
け
て
開
催
す
る
こ
と
も
非
常
に
大

事
と
思
っ
て
い
る
。
現
行
の
車
座
座
談
会

の
手
法
だ
け
で
は
高
齢
化
の
実
情
、
地
域

力
の
限
界
の
中
で
は
成
果
を
上
げ
る
の
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
多
様
な

角
度
か
ら
多
様
な
手
法
で
地
域
住
民
の
声

を
聞
き
、
又
行
政
の
抱
え
る
問
題
も
逆
に

地
域
の
方
々
に
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
、

是
非
必
要
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

町
内
の
街
路
灯
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

町
内
に
は
夜
間
住
民
の
安
全
安
心
の
た

め
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

維
持
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
特
に

県
道
沿
い
の
町
筋
に
は
過
去
に
商
工
会
会

員
の
ご
寄
付
に
よ
り
街
路
灯
が
１
７
０
基

程
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
広
野
地
区

で
は
部
落
負
担
で
電
気
代
を
支
払
っ
て
お

り
、
年
間
１
部
落
あ
た
り
２
、
３
万
円
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

他
地
区
で
は
街
路
灯
を
設
置
し
た
、
商

店
主
が
永
年
に
亘
り
電
気
代
を
支
払
っ
て

く
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
電
気
代
は
地
域

住
民
だ
け
で
な
く
不
特
定
多
数
の
方
々
の

夜
間
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
お
り
地
域
住

民
や
個
人
が
支
払
う
こ
と
な
く
、
町
が
電

気
代
を
支
払
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

大
野
総
務
課
長

町
内
に
は
防
犯
灯
が
４
９
０
基
あ

り
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
電
気
代
を
支

払
っ
て
お
り
年
間
１
９
９
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

佐
那
河
内
村
で
は
１
９
８
基
約
１
２
０

万
円
、
勝
浦
町
で
は
５
９
３
基
２
５
０
万

円
ほ
ど
支
払
っ
て
い
る
。

町

長

商
工
会
設
置
の
街
路
灯
は
個
人
所

有
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
町
費
負
担
で

支
払
う
こ
と
は
難
し
い
。
又
助
成
と
い
う

こ
と
も
今
の
と
こ
ろ
即
答
し
か
ね
る
。

職
員
の
採
用
条
件
に
つ
い
て

昨
年
よ
り
職
員
に
新
規
採
用
の
年

齢
制
限
が
上
限
が
３６
歳
ま
で
に
緩
和
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
土
地
家
屋
調
査
士
、

土
木
技
能
士
、
測
量
士
な
ど
の
有
資
格
者

を
採
用
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
へ
の

業
務
委
託
費
を
削
減
で
き
な
い
か
。

大
野
総
務
課
長

現
在
役
場
の
採
用
試
験
は
一
般
行

政
職
、
最
近
は
保
育
士
、
保
健
師
な
ど
の

資
格
を
有
す
る
も
の
。
少
し
前
は
土
木
技

術
の
資
格
を
有
す
る
も
の
を
採
用
し
て
き

た
。
現
在
は
さ
き
ほ
ど
言
わ
れ
た
よ
う
な

有
資
格
者
は
採
用
し
て
い
な
い
。

町

長

こ
の
問
題
は
コ
ス
ト
で
図
る
の
は

如
何
か
と
思
う
が
、
こ
の
有
資
格
者
に
限

っ
て
採
用
は
む
つ
か
し
い
。
た
だ
一
般
職

の
中
で
の
採
用
時
た
ま
た
ま
様
々
な
資
格

を
有
す
る
者
が
お
れ
ば
当
然
採
用
時
の
判

断
と
い
う
こ
と
で
有
利
に
な
る
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
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行
政
視
察
な
ど

報
告

勝
名
地
区
議
長
会
研
修
に

参
加
し
て

１
日
目

５
月
１１
日
（
水
）

２
日
目

５
月
１２
日
（
木
）

５
月
１１
日
か
ら
１３
日
の
３
日
間
、
勝
名

地
区
議
会
議
長
、
副
議
長
の
研
修
会
が
北

し
り
う
ち
ち
ょ
う

よ

い
ち
ち
ょ
う

海
道
知
内
町
、
余
市
町
に
お
い
て
実
施
さ

れ
、
本
町
議
会
か
ら
も
議
長
、
副
議
長
が

参
加
し
た
。

上
磯
郡
知
内
町
に
お
い
て
議
会
活
性
化

と
農
業
振
興
方
策
に
つ
い
て
の
研
修
が
行

わ
れ
た
。
知
内
町
は
人
口
５
２
０
０
人

で
、
北
島
三
郎
さ
ん
の
出
身
地
で
有
名
で

あ
る
が
、
ニ
ラ
の
生
産
が
日
本
一
で
、
ニ

ラ
を
中
心
に
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ト
マ
ト
な

ど
が
生
産
さ
れ
、
徹
底
し
た
共
選
・
共
販

体
制
を
確
立
し
、
野
菜
出
荷
貯
蔵
施
設
の

導
入
を
行
い
、
品
質
向
上
や
省
力
化
と
生

産
拡
大
を
図
り
足
腰
の
強
い
農
業
基
盤
体

制
の
確
立
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
議
会

の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
、
休
日
議
会
や
夜
間
議
会
を
実

施
す
る
と
共
に
、
議
会
主
催
の
住
民
懇
談

会
や
議
会
報
告
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
住

民
参
加
の
試
み
を
通
じ
て
、
開
か
れ
た
議

会
づ
く
り
を
目
指
し
、
改
革
を
行
っ
て
い

る
町
で
あ
る
。

（
山
本

充
良
議
長
）

昨
日
と
変
わ
り
今
日
は
５
時
間
余
り
の

長
時
間
の
バ
ス
移
動
と
な
っ
た
。
函
館
市

か
ら
余
市
町
ま
で
で
あ
る
。
余
市
町
の
人

口
は
２
１
０
０
０
人
２０
年
前
に
比
べ
る
と

４
０
０
０
人
減
少
し
て
い
た
。
気
候
は
北

海
道
内
で
も
温
暖
で
、
り
ん
ご
、
な
し
、

ぶ
ど
う
、
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
を
主
体
と
し

た
農
業
地
帯
で
、
札
幌
、
小
樽
へ
の
農
水

産
物
供
給
基
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

の
視
察
目
的
は
観
光
に
よ
る
町
お
こ
し
で

あ
る
。
余
市
は
宇
宙
飛
行
士
毛
利
衛
氏
の

出
身
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
余
市
宇
宙
記
念

館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
併
設
し
て
道
の

駅
ス
ペ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
ル
余
市
が
あ
り
駐

車
場
を
共
有
し
て
い
る
。
宇
宙
記
念
館
は

宇
宙
の
神
秘
や
宇
宙
開
発
の
最
新
情
報
が

学
べ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
施
設

も
オ
ー
プ
ン
の
入
場
者
数
を
過
大
見
込
み

し
て
い
た
為
赤
字
が
続
き
数
年
後
に
休
館

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
第
３
セ
ク
タ
ー

と
し
て
再
営
業
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

施
設
は
集
客
方
法
を
よ
ほ
ど
う
ま
く
や
ら

な
い
と
後
々
の
維
持
管
理
な
ど
が
重
荷
に

な
る
も
の
で
あ
り
箱
物
の
観
光
施
設
の
課

題
で
あ
る
と
感
じ
た
。
近
く
に
は
ニ
ッ
カ

ウ
ィ
ス
キ
ー
北
海
道
工
場
が
あ
り
昔
な
が

ら
の
工
場
が
今
も
稼
働
し
て
お
り
工
場
内

は
観
光
客
に
も
解
放
さ
れ
て
お
り
ウ
ィ
ス

キ
ー
の
香
り
で
満
た
さ
れ
て
い
た
。
余
談

だ
が
社
名
の
ニ
ッ
カ
の
語
源
は
旧
社
名
日

本
果
汁
株
式
会
社
の
頭
文
字
を
と
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
ま
た
町
内
に
は
一
日
５
０
０

円
で
楽
し
め
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
果
樹

の
生
産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
６
月
か
ら
１０

月
ま
で
フ
ル
ー
ツ
狩
り
を
楽
し
め
札
幌
、

小
樽
か
ら
の
観
光
客
で
賑
わ
う
そ
う
で
あ

る
。
観
光
は
過
去
の
自
然
遺
産
、
文
化
遺

産
な
ど
の
目
玉
商
品
が
あ
る
ほ
う
が
細
く

長
く
観
光
客
を
呼
び
込
め
る
も
の
で
あ

り
、
箱
物
観
光
施
設
の
集
客
の
難
し
さ
を

痛
感
し
た
。

（
森
本

吉
治
副
議
長
）

知内町

余市町

第１０号
平成２３年８月１５日発行7
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町
内
視
察

６
月
１７
日
、
６
月
定
例
会
に
お
い
て
現

在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
広
野
小
学
校
」
の

耐
震
工
事
、
す
だ
ち
・
う
め
選
果
機
導
入

予
定
の
「
Ｊ
Ａ
名
西
郡
鬼
籠
野
選
果
場
」、

「
神
山
中
学
校
」
の
耐
震
工
事
、
「
町
道

谷
線
」
の
改
良
工
事
の
現
地
調
査
を
実
施

し
た
。

当
日
は
、
町
担
当
者
、
設
計
業
者
、
工

事
関
係
者
の
説
明
を
受
け
く
ま
な
く
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

各
工
事
の
本
年
度
に
お
け
る
事
業
費
、

完
了
期
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

神
山
町
戦
没
者

追
悼
式
に
出
席

６
月
８
日

（
水
）
町
民

体
育
館
に
於

い
て
神
山
町

戦
没
者
追
悼

式
が
挙
行
さ

れ
、
議
員
も

出
席
し
た
。

先
の
大
戦
終

戦
か
ら
６６
年

目
の
式
典
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
戦

没
者
へ
の
哀
悼
の
意
を
強
く
し
た
。

神
山
町
議
会
を
代
表
し
、
山
本
充
良

議
長
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。
今
回

は
は
じ
め
て
、
町
内
小
中
学
校
の
生

徒
代
表
も
出
席
さ
れ
た
。
町
内
中
学

校
は
、
修
学
旅
行
は
沖
縄
で
、
日
本

で
唯
一
、
上
陸
地
上
戦
受
難
の
地

で
、
戦
争
の
悲
惨
と
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
今
回
初
の

式
典
出
席
が
戦
争
と
平
和
を
考
え
る

何
か
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
マ
「
お
ひ
さ
ま
」

が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
戦
中
戦

後
の
時
代
背
景
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
追

悼
式
典
が
、
私
達
一
人
一
人
が
戦
争

と
平
和
に
つ
い
て
、
考
え
る
機
に
な

れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
！

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
議
場
で

ど
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
自
分

の
目
と
耳
で
お
確
か
め
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

定
例
会
は
年
４
回
（
３
月
・
６
月
・

９
月
・
１２
月
）
に
開
か
れ
ま
す
。

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

神
山
町
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

次
の
定
例
会
は

９
月
中
旬
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
投
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
「
出
来
事
」
や
「
情
報
」

な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

投
稿
は
自
由
で
す
。
提
出
さ
れ
た
投

稿
は
、
本
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、

承
認
を
得
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
発
刊
月
は
２
月
・
５

月
・
８
月
・
１１
月
の
年
４
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

神
山
町
役
場
内

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

神山中学校
�事 業 費 １０９，０８０，０００円
平成２２年度 ３７，６１０，０００円、平成２３年度 ７１，４７０，０００円

�完成予定 平成２３年１０月末

広野小学校
�事 業 費 １３８，９００，０００円
平成２２年度 ３７，６１０，０００円、平成２３年度 ７１，４７０，０００円

�完成予定 平成２３年１０月末

町道谷線
�事 業 費 １８０，０００，０００円
平成２３年度 ２０，０００，０００円

�完了予定 平成２６年度末

JA名西郡鬼籠野選果場
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の
質
問
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の

高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー

運
賃
助
成
事
業

検検

証証

高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
事
業
が
本

年
２
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
、
半
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
町
が
こ
の
事
業
を
実
施
す

る
に
い
た
る
ま
で
、
議
会
で
は
、
高
齢
者
の

医
療
機
関
へ
の
通
院
や
生
活
用
品
の
購
入
等

高
齢
者
等
の
交
通
課
題
に
つ
い
て
、
対
策
を

望
ん
だ
経
緯
が
あ
る
。
今
回
、
町
担
当
課
の

健
康
福
祉
課
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
、
事
業

の
実
施
状
況
等
や
課
題
に
つ
い
て
検
証
し
て

み
た
。

ま
ず
、
６
月
末
の
事
業
利
用
者
登
録
申
請

者
数
は
、
５
０
３
名
で
対
象
者
の
約
２０
％
の

方
が
申
請
し
て
い
る
。
事
業
開
始
の
２
月
末

の
申
請
率
は
約
１５
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。
地
区
別
申
請
率
で

は
、
上
分
、
広
野
、
下
分
が
高
く
、
特
に
上

分
・
広
野
地
区
で
は
、
事
業
の
浸
透
が
図
ら

れ
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
の
差
は
あ
る
が
、
申
請

の
少
な
い
地
域
も
見
受
け
ら
れ
る
。

５
ヶ
月
間
の
利
用
件
数
は
、
１
６
１
１
件

で
１
月
当
た
り
３
２
０
件
あ
ま
り
。
地
区
別

累
計
で
は
、
申
請
件
数
で
上
分
地
区
５
１
６

件
、
広
野
地
区
４
９
３
件
と
突
出
し
て
い

る
。
利
用
目
的
別
に
は
、
医
療
機
関
の
受
診

が
５５
％
、
公
共
機
関
３
％
で
全
体
の
６０
％
近

く
を
占
め
る
。
医
療
機
関
の
利
用
は
、
鬼
籠

野
、
神
領
、
広
野
が
高
い
率
を
占
め
る
。
や

は
り
、
町
内
外
を
問
わ
ず
医
療
機
関
受
診

は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
重
要
な
目
的
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
が
、
買
い
物
等
の
利
用
も
多
い
と

い
う
。

利
用
料
金
別
の
利
用
件
数
は
、
料
金

２
０
０
０
円
ま
で
が
５０
％
を
占
め
、
以
下

３
０
０
１
円
以
上
が
２９
％
、
３
０
０
０
円
ま

で
が
２１
％
と
な
っ
て
い
る
。
近
距
離
型
と
遠

距
離
型
の
ふ
た
つ
の
形
態
が
見
受
け
ら
れ

る
。
近
距
離
型
は
、
公
共
交
通
機
関
が
な
い

へ
き
地
か
ら
、
町
内
の
医
療
機
関
通
院
や
商

店
利
用
で
、
比
較
的
に
上
分
・
下
分
・
神
領

地
区
の
利
用
者
が
多
い
。
遠
距
離
型
は
、
町

外
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
等
で
あ
る
。
上
限

２
０
０
０
円
の
助
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遠

距
離
に
な
る
町
内
西
部
地
区
よ
り
、
東
部
地

区
で
の
利
用
が
多
い
。

事
業
開
始
か
ら
５
ヶ
月
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
だ
申
請
件
数
が
少
な
い
地
区
も
見
受

け
ら
れ
る
こ
と

や
統
計
的
な
分

析
に
は
今
ひ
と

つ
の
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
問
題

点
を
把
握
し
て
、

今
後
の
利
用
の

増
進
と
よ
り
よ

い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
切
に
望

む
も
の
で
あ
る
。

利
用
者
の
声

徳
島
市
内
の
病
院
に
週
３
回
通
院
。
行
き

は
町
外
に
住
む
息
子
に
乗
せ
て
も
ら
う
。
帰

り
は
治
療
の
関
係
で
徳
バ
ス
と
町
営
バ
ス
と

の
連
絡
が
な
い
時
間
帯
に
な
る
の
で
、
徳
バ

ス
か
ら
タ
ク
シ
ー
へ
の
乗
り
継
ぎ
が
多
い
。

助
成
事
業
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
、
子
ど

も
に
余
分
な
負
担
を
か
け
な
く
て
良
い
の
で

う
れ
し
い
。
で
き
れ
ば
助
成
の
回
数
を
増
や

し
て
欲
し
い
。

（
上
分
、
男
性
、
７９
歳
）

利
用
者
の
声

自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
遠
く
、
月
１
回
町

内
医
院
に
通
院
。
息
子
の
時
間
の
関
係
で
、

最
近
は
、
ほ
と
ん
ど
往
復
で
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
て
い
る
。
へ
き
地
に
住
む
高
齢
者
に
と

っ
て
、
あ
り
が
た
い
事
業
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し

て
、
高
齢
者
自
身
が
過
疎
地
で
も
快
適
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
利
用
し
、
事
業
を
長
く
続

け
て
も
ら
い
た
い
。（

上
分
、
女
性
、
８６
歳
）

１ 利用者登録申請状況
７０歳以上高齢者
の申請割合
３７％

２１％

６％
１７％
３２％
１７％
２１％

７０歳以上高齢者
数（４／１現在）

３１６

４２２

６１１
２５７
５１０
２８２
２，３９８

計

１１９
６２
２９
３７
４６
１６２
４８
５０３

障害者手帳
保持者等
１

１
１
３

６

７０歳以上の
高齢者
１１８
６２
２８
３６
４３
１６２
４８
４９７

区分
地区名

上 分
下 分
左右内
神 領
鬼籠野
広 野
阿 川
計

２ 地区別利用状況（件数及び目的）

計

５１６
１１０
５１
８１
１７３
４９３
１８７
１，６１１

利 用 目 的
そ の 他

５０％
４０％
７８％
３１％
２５％
３６％
４０％
４１％

２５８
４４
４０
２５
４４
１７９
７５
６６５

公 共 機 関
０％
３％
１２％
１％
５％
５％
６％
３％

２
３
６
１
８
２３
１１
５４

医 療 機 関
５０％
５７％
１０％
６８％
７０％
５９％
５４％
５５％

２５６
６３
５
５５
１２１
２９１
１０１
８９２

上 分
下 分
左右内
神 領
鬼籠野
広 野
阿 川
計

３ 利用料金及び助成額
備 考
助成額は料金の半
額
助成額は料金より
１，０００円を引いた額

一律２，０００円

個人負担金

５５０，０６０

３４１，３３０

１，２５８，６７０

２，１５０，０６０

助 成 総 額

５５１，２８０

５２６，５００

９２４，０００

２，００１，７８０

利用総料金

１，１０１，３４０

８６７，５００

２，１８２，６７０

４，１５１，５１０

利 用 件 数

５０．２％

２１．２％

２８．７％

８０８

３４１

４６２

１，６１１

料金２，０００円まで

３，０００円まで

３，００１円以上

計

神山町高齢者等タクシー助成事業（H２３．２～６月までの累計）

※区分が複数該当の場合は、区分７０歳以上に計上。

過疎・高齢化が進行する山間部集落

追
跡
レ
ポ
ー
ト
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地域活性化行事で地域間の連携

今年も下分七夕飾り実行委員会による、恒例の下分七夕飾りが実施された。毎年のことだが下分地区

総出で、高所作業車やユニック付車輌等を駆使した大掛かりな七夕飾りである。この下分地区と時を同

じくして、上分、左右内、神領、鬼籠野、広野、各地区でも、主要道路沿いで七夕笹飾りが取り付けら

れた。各地区各々に深刻な地域課題を抱える中での対応には大変なご苦労があろうことが思われる。下

分地区の大掛かりな七夕飾りも各地区のこうした連携により、より大きな効果が発揮されている。東西

から一歩町内に入ると、七夕笹飾りがメーンの下分七夕飾りへと導いてくれる。見事な演出である。加

えて今年は、阿川２８歩の会と上分から江田の中川善文氏の協賛が一段と行事を盛り立てている。阿川２８

歩の会が得意とする案山子は、やさしく、なつかしい温かい風情を醸し出して呉れている。中川善文氏

のビールアルミ缶を工夫した風車を多数取りつけていただいている。

町内各地区の連携によって、下分地区七夕飾りは、回を追う毎に内容を深めている。年間を通して展

開されている町内各地区の活性化行事も地区間の連携により、思いがけない付加価値が期待出来るかも

知れません。

Pick Up!
「神山町農作物鳥獣害防止対策事業費補助金交付要綱」が緩和改正され

ました。

近年鳥獣害による農作物の被害が深刻になっているため、今まで運用

していた「２戸以上の農家で共同利用１０a以上の面積、事業費５万円以

上」等々の交付要綱が、地域の現状に応じた内容に緩和改正されました。

改正では、猿、イノシシ、に加えて鹿の被害も対象になります。２戸

以上の共同利用が、１戸以上の個人も対象になりました。事業費５万円以上が、３万円以上、延長５０�以上、補
助金で２５万円以内となりました。本町に於ける鳥獣害の実状に対応しやすい要綱に緩和改正されました。平成２３

年４月１日から、実施されています。その他詳しい事業の内容については、産業建設課（農業係）６７６－１１１８番

（１P、２００８番）へお問い合わせください。

やむなく補助対象外で個人で設置された施設

阿川２８歩の会協賛作品上分、中川善文氏作品 アルミ缶の風車
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上
分
花
の
隠
里

町道、川又南－西蔭線の起点より１�杉木立の坂道を車で走ると、突如として目を見張るばかり
のつつじの花園が展開する。

「上分花の隠里」である。

平成１４年頃までは上分地区の一部の住民にしか知られていなかったが、平成１５年はじめて上分花

の隠里まつりが開催されてから次第に一般に知られるようになる。昭和６３年にここから川又に移転

した、小西弘氏の旧屋敷である。小西弘氏（８５才）妻信子さん（８４才）が６０数年前から丹精込めて

作り上げた花の里である。隣接しておんつつじと著莪（しゃが）の広い自生地があり、つつじ（霧

島系）と開花が同時期で見応えがある。近年町道の改良も進んではいるが、来訪者の急増に課題も

山積している。丁度、岳人の森のしゃくなげ祭りとも時期を同じくし、神山温泉道の駅西部への集

客にも大きく貢献している。植物を

核とした観光地は一般に知られるよ

うになるまで、気の遠くなるような

長い年月とそれに係る人達の、一途

なまでの丹精があってこそである。

それだけに行政の積極的な息の長い

支援が必要でないかと思われる。

撮影 松浦一郎氏

神領字北

編

集

後

記

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も
５
カ

月
が
す
ぎ
ま
す
が
、
原
発
事
故
も
重

な
り
復
旧
、
復
興
は
、
い
っ
こ
う
に

進
ま
な
い
報
道
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
国
の
政
治
の
在
り
方
に
国
民
が

失
望
し
、
信
頼
の
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
被
災
者
の
方
が
今
も

不
自
由
な
避
難
生
活
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
、
全
国
の

人
が
心
配
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま

す
。も

し
あ
の
震
災
が
南
海
地
震
で
今

私
た
ち
が
そ
の
被
害
を
受
け
て
い
る

と
し
た
ら
…
…
。
他
人
事
と
は
思
わ

ず
、
行
政
、
町
民
が
一
体
と
な
っ
て

明
日
に
も
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
震

災
に
心
の
準
備
と
、
防
災
に
つ
い
て

の
意
識
を
高
め
た
い
も
の
で
す
。

議
会
だ
よ
り
も
今
号
で
１０
回
目
の

発
刊
と
な
り
ま
し
た
。
投
稿
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
本
議
会
だ
よ
り
に
多
く
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
相
原

浩
志
）

上上分分花花のの隠隠里里

小西弘さん 信子さん ご夫妻

表紙写真解説
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カノコユリの栽培しやすさに、ジンリョウユリの香りが

入れば楽しくなるのではと思い、５年前に交配してみました。

５月下旬にジンリョウユリの花粉を採集し、冷蔵庫で保

存しました。それを７月に雄しべを除いた開花直前のカノ

コユリの雌しべに受粉。やがて子房が肥大して１１月に種子

が成熟します。

その種子をバイテク操作で寒天無菌培地に播種します。

発芽したものを翌年の１月に新しい無菌培地に移植し、１２

月にビン出ししました。約１８０球ぐらいできました。その

うちの１５０球を農村公園に定植し、翌年の開花を楽しみに

していました。しかし、環境が不十分だったのか、ほとんどが消えてしまいました。

肥大の悪い約３０球を温室で栽培していました。そのうちの２株が開花しました。開花時期はジンリョウ

ユリよりも半月遅く、カノコユリより１ヶ月以上早く、花型は両者の中間でした。なによりも、ジンジョ

ウユリの香りが入り、その香り具合はジンリョウユリに勝るとも劣らぬもので、予想外の快挙でした。

ジンリョウユリを栽培したいとの要望が寄せられますが、徳島県の希少植物であり、栽培も極めて難し

く一般に楽しむことが出来ませんでした。しかし、本交配種なら多くの人が栽培でき、『ジンリョウユリ

の香り』を楽しんでいただけます。

今年は再度交配し、再来年の開花を目指します。

無菌播種の発芽率や球根の肥大はジンリョウユリより優れています。

花弁の反りは、両者の中間。ジンリョウユリの香りとカノコユリの「鹿の子」模様が入りました。

第二次世界大戦も終わり、戦後の混乱期が過ぎ、食料事情が改善されてきました。人々の心は平和を受

け入れるようになった結果、花を愛する心も芽生えてきました。戦勝国のアメリカやオランダは特に早か

ったようで、カノコユリをコサージ（女性の胸元を飾る生花）として利用するために、神山町では球根の

輸出用生産が昭和３０年代に１０年間ほど盛んな時代がありました。

カノコユリの事 神領字川北 片山 泰雄氏

城西高等学校神山分校 教諭 安田 博武氏

カノコユリ
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ジンリョウユリ

交配種

学校通信
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